
処 遇 憲 章（めざすもの） 

 

 

1、心身ともに健康な子どもを育てます 

  ①子どもの人権尊重を基本に、子どもの主体性を尊重しながら保育をします。 

②大人や友達に大切にされる安心感の中で、自分の思いや感情、意見をありのまま

に出せることを大切にします   

③自ら働きかけていく中でしなやかで丈夫な体と、器用に使える手指をつくります 

  ④毎日の規則正しい生活を基本に、意欲を引き出しながら身辺自立の力をつけます 

  ⑤一人ひとりの個性や特性を大切にして、発達に合わせた丁寧な保育をします 

  ⑥楽しいあそびやとりくみの中での気づきや知的好奇心を大切に育みます 

  ⑦五感や体を使った直接体験を通しての喜びや感動を豊かな表現力につなげます 

  ⑧友達とかかわる中で互いに思いを伝え合うことの大切さを知り、相手の優しさや

痛みに気づく心の育ちを大切にします 

  ⑨四季の自然や、様々な本物の文化に触れて豊かな感性を育てます 

  ⑩安心安全でおいしい給食や、つくって食べる楽しい食の体験を通して、食への意

識や意欲を高めます 

2、保護者が安心して子どもを預け、働き続けられる保育園をめざします 

  ①子育てのパートナーとして、保護者と共に保育・子育てをすすめます 

  ②行事や懇談会などの様々な機会を通して、子どもの成長を共に喜び、一緒に考え

合っていきます 

  ③「クラス親睦会」等の保護者同士がつながり、交流できる機会を大切にします 

3、地域のよりどころ、子育ての拠点としての保育園をめざします 

  ①地域の子育て家庭にも保育園を活用してもらうことで子育てを応援します 

  ②地域で共に育つ子どもとして、校区の幼稚園や小中学校との交流の機会を大切に

します 

  ③地域のＯＢ保護者や様々な世代間の交流を通して子ども達が豊かなかかわりの

中で育つ環境をつくります 

4、職員が生きいきと誇りとやりがいをもって保育をします 

  ①自らの成長を感じながらやりがいをもって働き続けられる職場をつくります 

  ②研修や学習を積み重ね保育の専門性を高めて、保育の質の向上に努めます 

  ③切磋琢磨しながらチームワークを強め、高まり合える職員集団をめざします。 

  ④情勢にも目を向け、保育の公的責任や平和を守る運動をすすめます 


